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初夏の候、組合員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃より当土地改良区の運

営に格段のご理解とご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。

今年度、任期満了に伴う、総代、役員の改選が行われ、総代75名と役員21名（理事18名・監事3名）が決

定し、新しい体制でスタートすることとなりました。今回の改選では、前理事長の道免 勇氏が退任される

こととなり、第3回理事会に於いて、理事長に選任されました。昨今の厳しい農業情勢の中で身の引き締まる

重責でございますが、土地改良区発展の為、最善の努力をして参る所存ですので、前理事長同様のご支援、

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

さて、改良区に於きましては、基幹施設から末端給水栓まで、耐用年数が超過しており、経年劣化による

故障、事故が増加しております。その為、国営事業や県営事業などの多くの事業を導入し、施設の更新を

行っております。

国営事業については、導入から９年目に入り、令和４年度で終了予定ですが、補修、補強の必要な基幹施

設が数多く残ることから、事業の継続が必要である為、九州農政局 南部九州土地改良調査管理事務所によ

り、次期事業の調査、調整計画を行っていただいているところです。

発電事業については、既存の笠野原発電機場が運用開始から20年が経過しようとしており、経年劣化によ

る故障も多く発生し安定した運用に支障をきたすことから現在、改修工事を行っております。また、同時に

地域用水環境整備事業により高隈ダム発電所建設も実施しており、これらの事業にて組合員皆様の負担軽減

を図り、事業を継続していきたいと考えておりますので、皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。

最後に、新型コロナウイルス感染症の影響は、全世界で多大な悪影響を与えています。地元の農業に於いて

も未だかつて経験したことのない非常に厳しい状況となりました。皆様が従来の生活に戻りますよう一刻も

早い終息と組合員の皆様のご健康とご多幸を心よりご祈念申し上げ、挨拶といたします。

笠野原土地改良区

理 事 長 安 藤 和 文

理 事 長 挨 拶



第 1号議案 令和2年度 一般会計第2回補正予算の決定について

第 2号議案 令和2年度 特別会計第2回補正予算の決定について

第3号議案 令和3年度賦課金の賦課徴収について

第4号議案 令和3年度役員報酬について

第 5号議案 令和3年度事業計画、財産目録及び令和3年度一般会計収支予算の決定について

第 6号議案 令和3年度特別会計収支予算の決定について

第7号議案 令和3年度における基金の繰替え運用について

第8号議案 令和3年度取引金融機関並びに余裕金預入先について

理事

第 1号議案 令和元年度事業報告、財産目録及び令和元年度一般会計収支決算の承認について

第 2号議案 令和元年度特別会計収支決算の承認について

第 3号議案 令和２年度 一般会計第1回補正予算案の承認について

第 4号議案 令和２年度 特別会計第1回補正予算案の承認について

第 5号議案 土地改良法第30条第1項第5号に基づく翌年度以降の債務について

① 笠野原発電機場改修事業 土木工事2-1工区

② 笠野原発電機場改修事業 電気通信工事

③ 地域用水環境整備事業 高隈地区 土木工事2-1工区

④ 地域用水環境整備事業 高隈地区 土木工事2-2工区

⑤ 地域用水環境整備事業 高隈地区 土木工事施工管理業務委託2-1工区

第 6号議案 農業水路等長寿命化・防災減災事業 高隈地区（令和3年～令和5年度）実施について

第 7号議案 農業水路等長寿命化・防災減災事業 笠野原地区（令和3年～令和5年度）実施について

第 8号議案 任期満了に伴う役員選任について

議 題

議 題

令和２年度 臨時総代会を開催

令和２年度 通常総代会を開催

令和３年２月２日（火曜日）午前１０時より鹿屋商工会議所においてコロナウイルス感染症蔓延防止

対策の観点から規模を縮小した総代会（各選挙区から１名の９名）と書面議決（６６名）による開催とな

りました。 議長に選挙区第３区の曽田 武弘総代を選出し、令和元年度の決算、令和２年度の補正

予算及び役員選任について審議いただき、全ての議案について原案のとおり可決承認されました。

総代定数７５名：賛成７４名・反対０名（議長は賛否から除く）

令和３年３月３０日（火曜日）午前１０時より鹿屋商工会議所においてコロナウイルス感染症蔓延防止

対策の観点から規模を縮小した総代会（各理事地区：１４名）と書面議決（６１名）による開催となりました。

議長に選挙区第５区の和田 千歳総代を選出し、令和２年度の補正予算、令和３年度の予算などに

ついて審議いただき、全ての議案について原案のとおり可決承認されました。

総代定数７５名：賛成７４名・反対０名（議長は賛否から除く）

来賓挨拶

九州農政局南部九州土地改良調査管理事務所 鹿児島支所 山村支所長



役職名 氏　　名 住　所

前理事長  道　免　　勇　◎ 鹿屋市串良町有里

前副理事長  武　元　　悟 鹿屋市笠之原町

理　事  蛭　川　信　幸 鹿屋市串良町細山田

〃  内　門　道　秋 鹿屋市串良町岡崎

前総括監事  東　　速　雄　◎ 鹿屋市東原町

役職名 氏　　名 住　所

総代  福　添　　誠 鹿屋市東原町

〃  山　下　正　和 鹿屋市東原町

〃  永　田　幸　一　◎ 鹿屋市旭原町

〃  曽　田　武　弘 鹿屋市曽田町

役職名 氏　　名 住　所

総代  　辻　　康　洋 鹿屋市下高隈町

〃  竹ノ内　　勇 鹿屋市祓川町

〃  橋　元　隆　志 鹿屋市西祓川町

〃  安　樂　正　弘 鹿屋市札元2丁目

〃  吉　田　正　人 鹿屋市川東町

〃  中　西　美喜夫 鹿屋市寿5丁目

〃  田　畑　博　司 鹿屋市串良町細山田

〃  牛　渡　正　昭 鹿屋市串良町有里

〃  根　釜　孝　一 鹿屋市串良町有里

〃  内　門　敏　朗 鹿屋市串良町岡崎

〃  山　下　松　美 鹿屋市串良町上小原

〃  堂　地　泰　夫 鹿屋市串良町上小原

 退　任

【総代表彰者】

【役員表彰者】
 退　任

 永年勤続（４期）

今回の表彰につきましては、コロナウイルス感染症対策により

代表者（◎印の方）に授与いたしました。

長年のご功績に心より感謝申し上げます。
今後とも当改良区に対し変わらぬご指導ご協力を賜りますようお願いいたします。

表彰者を代表し挨拶される

道免 勇前理事長

東 速雄 前総括監事

永年勤続表彰

永田 幸一 総代

道免 勇 前理事長
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任期満了に伴う総代選挙が、笠野原土地改良区総代選挙規程に基づき、令和３年１月１８日に執行され、無投

票により下記の方々が当選されました。組合員の代表として今後、4年間よろしくお願いします。

《任期：令和３年１月３１日～令和７年１月３０日》

令和２年度臨時総代会に於いて、次の通り新役員が選任されました。また、理事会の互選により、理事長、

副理事長、総括監事が選任されました。

《任期：令和３年２月２１日～令和７年２月２０日》



１．賦課額及び納入状況 （単位：円）
区分 賦課額 徴収済額 未収額 徴収率

経常賦課金 70,997,250 69,001,490 1,995,760 97.19%
管理賦課金 7,416,820 7,309,650 107,170 98.56%

計 78,414,070 76,311,140 2,102,930 97.32%

２．一般会計収支状況

　　(1)　収入　(注)△は減額を表す。 （単位：円）
区分 組合費 補助金 補償費 諸収入 繰入金 繰越金 計

予算額 76,898,000 56,820,000 20,000,000 4,755,000 182,005,000 50,000 340,528,000
決算額 76,311,140 56,786,500 0 4,742,325 154,495,000 56,736 292,391,701
増　減 △ 586,860 △ 33,500 △ 20,000,000 △ 12,675 △ 27,510,000 6,736 △ 48,136,299

　　(2)　支出 （単位：円）
資材倉庫建設
及び建屋改修費

予算額 105,063,000 20,000,000 62,900,000 85,565,000 1,000,000 64,000,000 2,000,000 340,528,000
決算額 97,026,023 0 46,476,217 84,833,731 0 64,000,000 0 292,335,971
差　額 △ 8,036,977 △ 20,000,000 △ 16,423,783 △ 731,269 △ 1,000,000 0 △ 2,000,000 △ 48,192,029

　　(1)　収入 （単位：円）
電気料 雑収入 保険金 繰入金 借入金 繰越金 計

197,962,272 0 9,270,085 0 150,000,000 71,964,887 429,197,244

　　(2)　支出  　（単位：円）
人件費 委託費 旅費 借入償還金 修繕費 諸費 改修工事費 繰出金 積立金 調査費 支払消費税 計
1,191,200 1,391,636 446,827 36,012,574 9,924,140 1,708,355 153,641,700 100,120,000 31,055,000 1,144,762 13,381,000 350,017,194

（単位：円）

　⑦　発電事業欠損調整積立金
　⑧　発電事業建設改良積立金
　⑨　財政調整基金積立金
　⑩　用水使用賦課金積立金

３．小水力発電事業

種　　　　　　目種　　　　　　目
　①　決済金積立金

金　　　　　額
10,668,887 　⑥　給水栓撤去費積立金

施設管理費 事業費

令和元年度　収支決算の概要について

金　　　　　額
4,476,225

備考
 139名
 畑水97.07%　茶防霜99.33%

予備費 計財産費

４．特別会計積立金残高（繰越金）の状況

区分 事務費 移設費

　⑤　国営事業積立金 46,034,028 46,057,933

54,503,907

　④　県営事業積立金 100,379,000152,800,010
19,922,802

131,047,937
39,583,453

　②　退職給与積立金
　③　団体営事業積立金



6、施設の多面的機能の発揮及び環境への配慮・安全管理の強化等に対応した管理体制の整備を図ってまいります。

賦課面積 2,340ha

令和 ３年度一般会計収支予算の概要

令和 ３年度　改良区の状況と賦課金の単価について

　組合員数　3，609人　（鹿屋市　3，154 人、肝付町　80人、他 375人）

8月31日

8月1日 8月31日

畑　作　水　稲 3,000円 5,000円 8,000円 8月1日

茶　　防　　霜 3,000円

令和 ３年度の賦課金の単価は　通常総代会において下記のとおり承認されました。

土地改良区の状況

　　　0円 3,000円 6月1日

　引きつづき国営造成施設機能保全事業により基幹施設の長寿命化を図りつつ、県営農業水利施設保全合理化事業に
より末端施設の更新、土地改良施設維持管理適正化事業・農業水路等長寿命化事業により施設整備を実施し、農業経
営の安定及び維持管理費の軽減を図ってまいります。

　現在稼働中の発電機場の適正な管理運用を行いつつ、改修計画を進め機能発揮に努めると共に、地域用水環境整備
事業(高隈ダム)高隈ダム発電所の早期稼動に向け努めてまいります。

事業を実施すると、断水を伴います。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

2、管水路の移設事業

4、賦課金の徴収業務

5、畑地かんがい営農推進

令和３年度事業計画について

3,000円 6,000円

1、国営造成施設の維持管理

3、財源対策

　賦課金の単価は今年も据え置かれました。宅地転用等による受益面積の減少など、財源確保は厳しいものがあります。
減少分に対しましては、発電事業や用水賦課の特別会計から繰入しながら、経費の節減に努めてまいります。組合員の
皆様には、コロナ禍の中、一層厳し農業情勢ではありますが、土地改良区の運営費ですので、ご理解とご協力を賜ります
ようよろしくお願いいたします。

6月30日

共　　通 管　　理

一　般　作　物 3,000円

合　　計
発　行　日　付 納　入　期　限

※賦課金の納期は下記のとおりです。

賦課金

75,754千円
8.96%

補助金

313,500千円
37.06%

補償費

30,000千

円
3.55%

諸収入

3,955千円
0.47%

借入金

121,500千円
14.36%

繰入金

301,083千

円
35.60%

繰越金

50千円
0.01%

一般会計収入
合計

845,842千円

事務費

112,527千円
13.30%

移設費

30,000千円
3.55%

施設管理費

63,140千円
7.46%

事業費

623,175千円
73.68%

建屋改修工

事費

2,000千円
0.24%

財産費

13,000千円
1.54%

予備費

2,000千円
0.24%

一般会計支出

合計845,842千円



保険金 繰入金 借入金 繰越金

2,003,000
利　子
3,000

修繕費旅費

1,000 1,000

　　　(2)　支　　　　出

電気料 雑収入

積立金
2,000,000

85,000,000

計

令和 ３年度　特別会計収支予算の概要

　　①　決済金積立金
　　②　退職給与積立金
　　③　団体営事業積立金

差引残高

（繰越金）

48,503,000

85,000,000

収　　　　入

支　　出
繰　出　金

前年度繰越金
収　　　　入

積立金 利　子
30,00030,000149,900,000 0

前年度繰越金

46,500,000

収　入種　　　　　　目 前年度繰越金

1,420,000

委託費

80,000,000

600,000

　⑪　小水力発電事業会計

10,000,000490,000,000

人件費 調査費

　　　(1)　収　　　入

500,000 9,500,000 5,000,000 0 3,150,000

発電機場改修工事

491,500,000 142,332,000

繰出金
2,000,000

消費税他目的使用料 諸費借入償還金

20,000,000
64,500,000

114,000,000
117,600,000
46,000,000
5,500,000

120,000,000

支　出
5,200,000

69,503,000
102,600,000
21,875,000

0
750,000

42,000,0000
11,250,000

7,000,000

計
665,002,000

積立金
2,000,000

0

665,002,000

（繰越金）繰　出　金

計

差引残高

差引残高

64,930,000

支　　出

　⑨　発電事業欠損調整積立金　

　⑩　発電事業建設改良積立金

2,500,000
5,003,000
8,001,000

20,001,000
2,725,000

501,000

0
19,401,000

115,726,000
48,725,000
5,251,000

17,300,000

78,000,000
31,950,000

計

　　④　県営事業積立金
　　⑤　国営事業積立金
　　⑥　給水栓撤去費積立金
　　⑦　財政調整基金
　　⑧　用水使用賦課金積立金 35,000,000 14,300,000

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）



令和２年度 事 業 報 告

第二調整池シート張替工事・破損した管水路の修理など国営事業

県営事業 県営・団体営管水路布設替工事及び給水栓設置工事など

ポンプ(加圧・揚水機)の整備・ダム発電所建設・調整池のスクリーン改修など団体営事業

漏水の状況 令和２年度に発生した漏水事故は196件でした。その内、内圧漏水（自然漏水）事故は147件で老朽化によるものです。

※ 下の写真は、２月に発生した国営管水路（Φ450㎜）の管体破損漏水の状況です。今後も上記の事業等により、施設

の更新を図り、適正な維持管理に努めて参ります。

“組合員の皆様へのお願い”

この様な事業実施にあたって

は、施工業者が事前説明や

ご挨拶に訪問することがあり

ますので、ご理解とご協力を

お願いいたします。

不明な点がありましたら改良

区事務所までお問合せくださ

い。

笠野原土地改良区 管理課

電話0994-45-3000


